






         ○小嶽悠 1）、本間雅義 1）、廣橋啓 1）、中野左緒梨 2）、長谷川友紀 2）、押木泉 3） 










Ⅱ. 調査方法  
1）対象：①Aデイサービスセンター（以下、Aデイ）の
約 1年前と比べ、状態が変化していると思われる利用者




























B 2 約 56 （＋） (＋) (＋) 
C 4  約 48 (＋ ＋) (±) (＋) 
D 2 約 36 （＋） (±) (＋) 
E 2  約 56 (＋ ＋) (－) (＋) 
F 3 約 40 （＋） (±) (＋) 
G 2 約 35 (＋ ＋) (＋) (＋) 
H 3 約 25 （－） (－) (－) 
I 2 50 (＋ ＋) (＋) (＋) 
J 3 約 43 ( ± ) (±) (＋) 
K 3 約 47 （＋） (±) (＋) 
L 4 約 50 （＋） (－) (±) 
M 5 約 36 （－） (－) (－) 
N 4 約 37 （－） (±) (－) 
O 特養   ― ― ― (±) 
P 特養   ― ― ― (＋) 












Ⅴ. 結論と課題   
要介護状態にある高齢者であってもクラブ活動に代表
される「ヒューマン・アクティビティ」向上の取り組み
が利用者の「心の活動量」を向上させ、各活動への参加
意欲に繋がることがわかった。今後は利用者の生活歴や
職歴に楽しさを盛り込んだ個別活動の提供も必要になっ
てくると思われる。 
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